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１ 用語の解説 

用 語 解 説 頁 

育成
いくせい

複層
ふくそう

林
りん

 

 森林を構成する樹木を部分的に伐採し、その後に植

林を行うこと等によりつくられる、年齢や高さの異な

る樹木から構成される森林（複層林）。 
10 

一貫
いっかん

作業
さぎょう

システム 

 伐採から植栽までを一体的に行う作業システムのこ

とであり、伐採時に使用した林業用機械等を活用し、

地拵えから植栽までの省力化・効率化を図ることでコ

スト低減、工期の短縮が可能。 

25 

衛星測位
えいせいそくい

システム 

（ＧＮＳＳ） 

 Global Navigation Satellite System の略で、

人工衛星を利用した全世界測位システム。 GPS の

ほか、我が国が運用する準天頂衛星システム「み

ちびき」などの電波を受信することによって、森

林内での正確な位置の把握が可能となる。  

72 

間伐
かんばつ

 
 育てようとする樹木同士の競争を軽減するため混み

具合に応じて一部の樹木を伐採すること。 
４ 

気候
き こ う

変動
へんどう

適応
てきおう

計画
けいかく

 

「気候変動適応法」に基づき策定されている計画。

気候変動の影響による被害を防止・軽減するための７

つの基本戦略を示すとともに、分野ごとの適応に関す

る取組が示されている。 

19 

グリーン・サポート・

スタッフ 

 巡視、入山者への指導・啓発、簡易な施設補修、巡

視結果の取りまとめ等を行う国の非常勤職員。 43 

公益的
こうえきてき

機能
き の う

維持
い じ

増進
ぞうしん

協定
きょうてい

 

 「森林法」の規定に基づき、国有林野の公益的機能

の維持増進を図るために必要であると認められる場合

に、森林所有者と森林管理局長が協定を締結し、国有

林野事業により民有林野の一体的な整備・保全を行う

ことを可能とする制度。 

67 

更新
こうしん

 

 伐採等により樹木が無くなった箇所において、植林

を行うことや天然力の活用等により森林の世代が替わ

ること。 20 

合板
ごうはん

 

 素材（丸太）から薄くむいた板（単板）を、繊維（木

目）の方向が直交するように交互に重ね、接着したも

の。 

57 
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用 語 解 説 頁 

国有林
こくゆうりん

モニター 

 国有林野に関心のある国民へ幅広く情報を提供する

とともに、アンケートや意見交換等を通じていただい

た意見・要望等を管理経営に活用するための制度。モ

ニターは、公募により選定。 

33 

こじゃんと１号
ごう

、２号
ごう

 

四国森林管理局森林技術・支援センターが開発した、

低コストで、軽量で組立てが容易な小型囲いわな。 47 

小林式
こばやししき

誘引
ゆういん

捕獲
ほ か く

 

 近畿中国森林管理局の職員が開発した改良型わなの

一つ。くくりわなの周囲に石やシカを誘引するための

餌をドーナツ状に設置し、前足がわなにかかりやすく

なるよう工夫することで、シカに警戒されにくく簡単

で効率よく捕獲することができる。 

47 

コンテナ苗
なえ

 

 専用の容器（コンテナ）によって育成した根鉢付き

の苗のこと。根の不適切な成長（根巻き）の防止や、

成長しすぎた根の切断（根切り）作業等が不要となる

よう設計されており、一般的に裸苗に比べて育苗期間

が短いことに加え、育苗作業の効率化や労働負荷の軽

減が可能。また、通常の植栽適期（春や秋）以外でも

高い活着率が見込めることから植栽適期の拡大が期待

できる。 

24 

山地
さ ん ち

防災
ぼうさい

ヘルパー 

治山事業の経験者や市町村の職員などを対象として

都道府県知事が認定した、山地災害の情報収集と治山

施設の点検を実施しているボランティア。 
15 

システム販売
はんばい

 

 「国有林材の安定供給システムによる販売」の略称。

森林整備に伴い生産された間伐材等について、国産材

需要拡大や加工・流通の合理化等に取り組む集成材・

合板工場や製材工場等との協定に基づいて安定的に供

給すること。 

57 

自然再生事業実施計画
し ぜ ん さ い せ い じ ぎ ょ う じ っ し け い か く

 

「自然再生推進法」の規定に基づき、過去に損なわ

れた生態系その他の自然環境を取り戻すことを目的と

し、地域の多様な主体が参加して、森林その他の自然

環境を保全、再生、若しくは創出、又はその状態を維

持管理することを目的とした自然再生事業の実施に関

する計画。 

54 
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用 語 解 説 頁 

下刈
し た が

り 

植林した苗木等の成長を妨げる雑草や灌木を刈り払

う作業。通常、植林後の数年間、毎年、夏期に行う。 20 

市町村
しちょうそん

森林
しんりん

整備
せ い び

計画
けいかく

 

「森林法」の規定に基づき、市町村が、管内の民有

林を対象に森林関連施策の方向や造林から伐採までの

森林の施業及び保護等の規範を示し、適切な森林整備

等を推進するために５年ごとにたてる 10 年間の計画。 
32 

集成材
しゅうせいざい

 

板材（ラミナ）を繊維（木目）の方向が平行になる

よう、長さ、幅、厚さの各方向に接着した製品。柱材

等の構造用集成材と、階段材、床材等の造作用集成材

に大別される。 

57 

樹木
じゅもく

採取権
さいしゅけん

制度
せ い ど

 

国有林野の一定の区域（樹木採取区）において立木

を一定期間、安定的に伐採できる樹木採取権を民間事

業者に設定できる制度。 

地域の民間事業者が対応可能な 200～300ha 程度・年

間数千 m3程度の素材生産量を想定し、権利の期間は 10

年を基本に運用。 

28 

除伐
じょばつ

 

育てようとする樹木の成長を妨げる他の樹木を刈り

払う作業。通常、育てようとする樹木の枝葉が互いに

接する状態になるまでの間に行う。 
20 

針
しん

広
こう

混交
こんこう

林
りん

 針葉樹と広葉樹が混じり合った森林。  11 

人工
じんこう

造林
ぞうりん

 苗木の植付、種子の播付等の人為的な方法により森

林を造成すること。 
20 

人工
じんこう

林
りん

 
人工造林によって成立した森林。 １ 

森林
しんりん

経営
けいえい

管理
か ん り

制度
せ い ど

 

経営管理が適切に行われていない森林について、そ

の経営管理を林業経営者や市町村に委ねる制度。 28 

森林
しんりん

作業
さぎょう

道
どう

 

特定の者が森林施業のために継続的に利用する道で

あり、フォワーダ等の林業機械や２t 積程度の小型ト

ラックの走行を想定するもの。 
16 

森林
しんりん

総合
そうごう

監理士
か ん り し

 

（フォレスター） 

森林・林業に関する専門的かつ高度な知識及び技術

並びに現場経験を有し、長期的・広域的な視点に立っ

て地域の森林
も り

づくりの全体像を示すとともに、「市町村

森林整備計画」の策定等の市町村行政を技術的に支援

する人材。平成 25 年度から資格試験が開始。 

32 
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用 語 解 説 頁 

生態
せいたい

系
けい

維持
い じ

回復
かいふく

事業
じぎょう

計画
けいかく

 

「自然公園法」の規定に基づき、国立公園又は国定

公園における生態系の維持又は回復を図るため、国又

は都道府県が策定する計画。主にシカによる自然植生

等への食害、他地域から侵入した動植物による在来の

動植物の駆逐等の問題を受け、生態系を積極的に維持

又は回復をしていく措置を講じるもの。 

54 

生物
せいぶつ

多様性
た よ うせ い

国家
こ っ か

戦略
せんりゃく

 

「生物多様性基本法」に基づき策定されている生物

多様性の保全及び持続可能な利用に関する国の基本的

な計画。 
22 

世界
せ か い

自然
し ぜ ん

遺産
い さ ん

 

 ｢世界の文化遺産及び自然遺産の保護に関する条約｣

に基づき作成される｢世界遺産一覧表｣に記載された物

件。世界的な見地から見て、生物群等から成る特徴の

ある自然の地域、脅威にさらされている動物又は植物

の種の生息地又は自生地、自然の風景地であって、観

賞上、学術上又は保存上顕著な普遍的価値を有するも

のであることが必要である。 

５ 

施業
せぎょう

（森林施業
しんりんせぎょう

） 

 目的とする森林を造成、維持するために行う植林、

下刈り、除伐、間伐等の森林に対する人為的な働きか

け。 ７ 

早生樹
そ う せ い じ ゅ

 
 センダンやコウヨウザン等の短期間で成長して早期

に活用できる樹種。 
24 

素材
そ ざ い

販売
はんばい

 
間伐等の森林整備によって得られた丸太を販売する

方法。 
４ 

地域
ち い き

管理
か ん り

経営
けいえい

計画
けいかく

 

「国有林野の管理経営に関する法律」の規定に基づ

き、国有林野の管理経営の考え方や伐採等の事業の総

量等について、森林管理局長が流域ごとにたてる５年

間の計画。 

33 

地球温暖化対策計画
ち き ゅ う お ん だ ん か た い さ く け い か く

 

「地球温暖化対策の推進に関する法律」第８条に基

づき策定する地球温暖化に関する政府の総合計画。 19 

長
ちょう

伐
ばっ

期
き

化
か

 

通常、主伐が行われる林齢（例えばスギの場合 40 年

程度）のおおむね２倍以上の林齢で主伐を行う森林施

業の一形態。 
22 

つる切
きり

 

育てようとする樹木に巻き付くつる類を取り除くこ

と。通常、下刈りを終了してから、育てようとする樹

木の枝葉が互いに接する状態になるまでの間に行う。 
20 
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用 語 解 説 頁 

天然
てんねん

更新
こうしん

  

自然に落ちた種子が発芽して成長する場合と樹木の

根株からの発芽等により成長する場合がある。必要に

応じてササ類の除去や発芽後の本数調整等の人手を補

助的に加えることもある。 

20 

天然
てんねん

林
りん

 

伐採跡地等において、主として天然力によって次の

世代の樹木を発生させる、天然更新によって成立した

森林。 
１ 

特定母樹
とくていぼじゅ

 

特に優良な種苗を生産するための種穂の採取に適す

る樹木であって、成長に係る特性の特に優れたものと

して農林水産大臣が指定するもの。 
21 

ドローン 

UAV（Unmanned aerial vehicle、無人航空機）とも

呼ばれ、小型軽量で４つの回転翼を持つタイプなどが

普及している。森林・林業分野では、カメラを搭載し

空撮や計測を行うほか、苗木等の資機材の運搬等に活

用されている。 

12 

パリ協定
きょうてい

 

平成 27 年の気候変動枠組条約第 21 回締約国会議に

おいて採択された 2020 年以降の国際的な地球温暖化

対策の法的枠組み。 ７ 

分
ぶん

収
しゅう

林
りん

制度
せ い ど

 

 森林を所有する者、造林又は保育を行う者、費用を

負担する者の２者又は３者で契約を結び、森林を造成

し、販売収益を一定の割合で分け合う制度。国有林野

事業における分収林は、契約相手方が造林・保育を行

う「分収造林」と、生育途上の森林について、契約相

手方が費用の一部を負担して国が保育を行う「分収育

林」がある。  

37 

保安
ほ あ ん

林
りん

 

 水源の涵養、土砂の流出や崩壊の防備、生活環境の

保全・形成等の目的を達成するため、「森林法」の規

定に基づいて農林水産大臣等が指定する森林。指定さ

れると、伐採等に一定の制限が課せられる。 

12 

保育
ほ い く

 

 更新後、伐採するまでの間に、育てようとする樹木

の成長を促すために行う下刈り、除伐等の作業の総称。 20 
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用 語 解 説 頁 

保護
ほ ご

増殖
ぞうしょく

事業
じぎょう

計画
けいかく

 

「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関す

る法律（種の保存法）」の規定に基づき、国内希少野

生動植物種のうち、その個体の繁殖の促進、生息・生

育地等の整備等を行う必要がある場合に策定される計

画。 

54 

流域治水 

河川流域全体のあらゆる関係者が協働し、流域全体

で水害を軽減させる治水対策。（令和３年３月 30 日に

流域治水プロジェクトとして全国 109 の一級水系全て

においてとりまとめ一斉に公開。） 

12 

立木
りゅうぼく

販売
はんばい

 
樹木を伐採せず立木のまま販売する方法。 ３ 

林業
りんぎょう

専用
せんよう

道
どう

 

幹線となる林道を補完し、森林作業道と組み合わせ

て森林施業の用に供する林道であり、10t 積程度のト

ラック等の走行を想定するもの。 

16 

路網
ろ も う

 

森林内にある公道、林道（林業専用道を含む。）

及び森林作業道の総称、又はそれらを適切に組み

合わせたもの。森林施業を効率的に行うために

は、路網の整備が重要となる。  

16 

ＧＩＳ 

 Geographic Information System（地理情報シ

ステム）の略。森林の境界や路網、地形等の空間

的な情報と、機能類型や樹種等の情報を結合し、

視覚的な表示や高度な分析等を行うシステム。  

72 

ＩＣＴ捕獲
ほ か く

通知
つ う ち

システ

ム 

 ドローンや簡易無線 LPWA(Low Power Wide Area)等

を活用することにより、複数のわなの作動状況を遠隔

で通知して確認することができるシステム。 
47 

ＬＰＷＡ 
 Low Power Wide Area の略で、小電力で長距離通信

できる無線通信技術の総称。 
48 

ＮＰＯ  

 Non-Profit Organization（民間非営利組織）

の略で、「特定非営利活動促進法」の規定に基づき

法人格を与えられた特定非営利法人（ＮＰＯ）等。

ボランティア活動を始めとする社会貢献活動を

行うことを目的としている。  

22 

ＯＪＴ 
 On-the-Job Training（職場内訓練）の略で、仕事の

現場で、業務に必要な知識や技術を習得させること。 75 

ＳＤＧｓ 

（持続
じぞく

可能
かのう

な開発
かいはつ

目 標
もくひょう

） 

 Sustainable Development Goals の略で、平成 27 年

９月に採択された「持続可能な開発のための 2030 アジ

ェンダ」で示された国際目標。ＳＤＧｓでは、17 の目

標と 169 のターゲットで構成される。国有林野の管理

経営は、目標６、13、15 等様々な目標に貢献する。 

７ 
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２ 林野庁、森林管理局等のホームページアドレス 

林 野 庁 http://www.rinya.maf f.go. jp/ 

森林・林業基本計画 http://www.rinya.maf f.go. jp/j/kikaku/plan/ 

国民の森林「国有林」 http://www.rinya.maf f.go. jp/j/kokuyu_r inya/ 

国有林野の管理経営に

関する基本計画 

http://www.rinya.maf f.go. jp/j/kokuyu_r inya/kanri_keiei/kiho

n_keikaku.html  

森林技術総合研修所 
http://www.rinya.maf f.go. jp/j/kensyuu/kensyuuu_zyo.html 

北 海 道 森 林 管 理 局 http://www.rinya.maf f.go. jp/hokkaido/ 

東 北 森 林 管 理 局 http://www.rinya.maf f.go. jp/tohoku/ 

関 東 森 林 管 理 局 http://www.rinya.maf f.go. jp/kanto/ 

中 部 森 林 管 理 局 http://www.rinya.maf f.go. jp/chubu/ 

近畿中国森林管理局 http://www.rinya.maf f.go. jp/kinki/ 

四 国 森 林 管 理 局 http://www.rinya.maf f.go. jp/shikoku/ 

九 州 森 林 管 理 局 http://www.rinya.maf f.go. jp/kyusyu/ 

知 床 森 林 生 態 系 

保 全 セ ン タ ー 
http://www.rinya.maf f.go. jp/hokkaido/siretoko/ 

藤 里 森 林 生 態 系 

保 全 セ ン タ ー 

http://www.rinya.maf f.go. jp/tohoku/syo/huzisato/ 

津軽白神森林生態系 

保 全 セ ン タ ー 

http://www.rinya.maff.go.jp/tohoku/syo/tugarusirakami/ 

庄内朝日森林生態系 

保 全 セ ン タ ー 

http://www.rinya.maf f.go. jp/tohoku/syo/asahi/ 

小 笠 原 諸 島 森 林 

生態系保全センター 

http://www.rinya.maff.go.jp/kanto/kanto/ogasawara/ 

屋 久 島 森 林 生 態 系 

保 全 セ ン タ ー 

http://www.rinya.maf f.go. jp/kyusyu/yakusima_hozen_c/  

西 表 森 林 生 態 系 

保 全 セ ン タ ー 
http://www.rinya.maf f.go. jp/kyusyu/ir iomote_fc/  
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石狩地域森林ふれあい

推 進 セ ン タ ー 
http://www.rinya.maf f.go. jp/hokkaido/isikari_fc/  

常呂川森林ふれあい 

推 進 セ ン タ ー 
http://www.rinya.maf f.go. jp/hokkaido/tokorogawa_fc/  

釧路湿原森林ふれあい 

推 進 セ ン タ ー 
http://www.rinya.maf f.go. jp/hokkaido/kusiro_fc/  

駒 ヶ 岳 ・ 大 沼 森 林 

ふれあい推進センター 
http://www.rinya.maf f.go. jp/hokkaido/komagatake_fc/  

赤 谷 森 林 ふ れ あ い 

推 進 セ ン タ ー 
http://www.rinya.maf f.go. jp/kanto/kanto/akaya_f c/ 

高 尾 森 林 ふ れ あ い 

推 進 セ ン タ ー 
http://www.rinya.maf f.go. jp/kanto/takao/  

木 曽 森 林 ふ れ あ い 

推 進 セ ン タ ー 
https://www.rinya.maff .go.jp/chubu/kiso_fc/attach/index.ht

ml 

箕 面 森 林 ふ れ あ い 

推 進 セ ン タ ー 
http://www.rinya.maf f.go. jp/kinki/minoo_fc/  

四万十川森林ふれあい 

推 進 セ ン タ ー 
http://www.rinya.maf f.go. jp/shikoku/simanto_fc/  
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